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大橋 岳 : ギニア共和国ポッソクにおけるチンパ
ンジーのサブグルービングについて
























氏 名 :Ceugniet,MireileMiyuki (フランス)
受入教官 :/川島示羊三
研究課題:ニホンザルの種特異的音声の知覚に関する研究





























































































日 時 : 2001年 12月 14日 (金) 9:30-17:30





森 琢磨 ｢脳の変化 一氏と育ちの影響-｣
郷 康広 ｢個体-集団一種? 一集団遺伝学的再考-｣























































































The 2nd Intemational Symposium On



















































日 時 : 平成14年2月1日 (金) 15:00-17:00



















日 時 : 平成 14年3月22日 (金)














法辺邦夫 (京都大 ･霊長研) 総合討論 :新分野の可能
性と問題卓
恕親全






























日 時 : 2002年3月23日 (土) 10:00-17:00
場 所 : 京都大学霊長類研究所大会議室
参加者 : 約50名
プログラム
演田 穣 (京都大 ･霊長研)｢研究会の背景について｣
1.主にヒト以外の霊長類の発達と加齢一研究の現状と
展望
I-1) 座長 :上野喜一 (京都大･霊長研)





林 基治 (京都大 ･霊長研)｢神経系の発達と加齢｣







2-1) 座長:演田 穣 (京都大･霊長研)
西揮 哲 (東京都老人総合研 ･運動機能部門)
｢高齢者歩行の運動学的特徴一老人研長期プロジェ
クトによる縦断･横断的データからの解析-｣










311) 座長:坊田 積 (京都大･霊長研)
郡司的元 (日本モンキーセンター)
｢ニホンザルにおける腰椎の年齢変化｣

















































第 1回 :2001年4月 16日 (月)
Dr.Jack Fooden (Zoology Depatment,Field Museum,
Australia)"OnRhesusandTaiwaneseMacaques"
第2回 :2001年5月 16日 (水)



























講演会 浮田佳成 (大学入試センター 会計課)T大学入
試センターにおける独立行政法人化の対応について｣




























































景山 節 (京都大 ･院 ･理 ･霊長類学系主任)












(2) 公開講座 (第 17回)
広く一般市民を対象にして盃長類学の成果を紹介す
るために,毎年 8月後半に公開講座を開催している｡年
齢や職業もさまざまな受講者を相手に,研究所教官が泣
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